
昨年、今年とふたば学園祭に参加して久しぶりに同人誌を作ってサー
クル参加したくなったきつね。

とはいえ今更立派なオフセ本が作れるとも思えないのでまずコピー本
を作ってみようと思う。要件としては極力コンビニコピーや百均を駆使
してハンドメイドで、できれば現地入りしてから直前の旅行記なんかを
書いて突発本的な作業ができることが望ましいので、スマホ上でオンラ
イン編集できることが望ましい。
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出発は平日に
2024年のふたば学園祭に参加したのでコピー本を作りました。

今回は諸々の事情から平日のフェリーに乗って大阪着、そこから新幹
線で上京というプランです。平日なので昼間は ROUDOUに勤しみ、定
時になった瞬間にダッシュで帰宅してあらかじめ用意しておいた荷物を
持ってバスに飛び乗る……と言いたいところですがぶっちゃけそんなに
慌てる必要は無かったわけですが、松山市駅出発が 20時とかだし。

まあまあ余裕がある時間に市駅に到着し、ドトールで街行く人々を眺
めながら「俺はこれからフェリーで旅立つという精神的優位に立っている
のだ」という優越感とともに時間をつぶしていたのですが、そもそもそ
の時ドトールにいたお客さんの大半がフェリーの連絡バスに乗る人だっ
たという残念なオチがついたのでした。
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一日目
初日は早朝の大阪から始まります。
オレンジフェリーは午前 6時に大阪港到着後、8時まで船内にとどまっ
て休憩することができます (要事前申請)。しかし今回は出来るだけ混む
前に新幹線に乗りたかったので到着後即下船しました。せっかくなので
朝ごはんは駅弁を食べようと思い立ち、船内朝食も抜きです。

ゴールデンウィークののぞみは自由席なしで全席予約が必要という事
で最悪乗れないのではないかと心配していましたが、7時台は余裕、8時
台からは混雑、もしくは空席無しが目立つという具合でした。私は新大
阪駅でちょっとぶらぶらしたかったので 7時 50分頃のに乗ったところ、
新大阪発の時点ではまあまあ空いていたものの京都から急激にホームが
人だらけになり、名古屋ではデッキに立ち席が出来るような状態になっ
ていました。

東京駅はもうとんでもない人混みで歩くだけでも大変な状態でした。
今回は三泊で、途中でコインランドリーで洗濯するのも想定してたので
着替え少な目に小さいカバンで来たのですが、スーツケースゴロゴロ転
がしてきていたら大変なことになっていたであろうと思われます。

割り切って PCも持ってこなくて良かった～

それはさておき、東京駅のコインロッカーに荷物を入れて初日最初の
観光スポットは東京駅から歩いて行ける銀座の「アートアクアリウム
GINZA」です。
ここは水族館といえど展示しているのは金魚のみ、金魚の水槽を和風
の装飾と光、音で演出する幻想的空間を見せるというコンセプトの場所
です。展示には文字による解説が一切行われておらず、最後にまとめて記
載しているという潔さも素敵です。考えるな、感じろというやつですね。

写真で見るだけでも美しさが伝わるかと思うのですが、実際にその場
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に立って空間の中で見ると周り全てを光の演出に囲まれているという不
思議な高揚感を感じます。正直紹介してもらった時はアートかぁ～的に
乗り気ではなく、聞いておいてスルーするのも不義理だからなくらいな
テンションだったのですが出てきたときには見に来てよかった！となり
ました。

そして次の移動先はお台場。コミケの時は効率重視でりんかい線を使
うのですが、今日は観光テンションなのでゆりかもめで移動しました。
ここではユニコーンガンダムの像を見た後、紹介してもらった「イマー
シブフォート」というテーマパークに行こうと思ったんですがコンセプ
ト的におひとりさまはキツすぎるのと、入場料があまりにも辛かったの
でパスしました……

図 1: CITY CIRCUIT TOKYO BAY

そしてその隣にあったカートのサーキットが物凄く気になったのです
が、これも一人でチャレンジするにはちょっとつらい……

時間的にここで昼だったのでなんかご機嫌な昼食を食べたかったので
すが、ガンダム前で肉フェス 、オクトーバーフェストがやっていたもの
の値段設定がボッタクリどころじゃなかったのでパス。外から確認できた
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だけでもホットドッグ 2500円、餃子 1個 (一皿ではない)700円はちょっ
となめてんのかどころじゃない。

ちょっと移動してフジテレビの反対側に行くとこちらではラテンフェス
てきなものがやっていて、オレンジビールカクテル 700円、鹿肉のサンド
イッチ 1000円くらいなら何とか…ということでゴキゲンな昼食です。鹿
肉サンドイッチはキューバ料理らしいです。キューバといえばFARCRY6

ですよね！

お腹も膨れたら、ここから水上バスで浅草に移動しようと試みます。
ところでこのあたりをうろうろしていた時に「水陸両用バス」なるもの
を見かけたので、また今度来たら乗ってみよう…
水上バスは外国人観光客に人気であるのに加えてはとバスのツアーコー
スにもなっているので GWど真ん中のこの日は大混雑でした。14時台
のに乗りたかったのですが満員でその次の 16時半まで 2時間半待ちす
る羽目に……。
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二日目・学園祭当日
東京滞在中のホテルは蒲田に決めていたので、朝は割とゆっくりでし
た。泊まってるホテルはいつもWifiが中國人に占拠されてることもあり
「」の評判はあまりよろしくないのですが、ビジネスホテルにありがちな
窓の目の前が隣のビルで昼間なのに真っ暗という事がなく、日が昇ると
ちゃんと明るくて快適な部屋なのがよくていつもお世話になっています。
蒲田の駅前なので飯屋、銭湯、コインランドリーとなんでも揃ってる
のも素晴らしいです。
そして今日に備えて軍資金を用意してきたまでは良かったのですが、
万札のままで崩すのを忘れていたので大慌てで郵便局に両替に行ったの
でした。

会場に着いてみると入場待ちの列ができていました。それほど大規模
なイベントではないので時間になったらぼちぼち入場するという感じか
と思ったんですが、開場して即売り切れるようなサークルもあるので早
く入れるならそれに越したことは無いのでしょう。

今年は隣で開催されていたショタフェスと会場を半分ずつで開催となっ
たわけですが、正直なところ広さ的にはこれくらいがちょうどいいので
はないかと思いました。昨年はコロナ禍で元々人が少なめだったのを差
し引いても会場が閑散としてかなり寂しい感じでしたから……

会場を一仕切りうろうろして落ち着いたところで今年もお習字を書か
せていただきました。いつもながら筆ペンでえらい力作を描いている人
が沢山いて驚かされます。そしてスレで見覚えのある絵の人もみかけた
りして。

昨年に一般参加した際には早々に会場を出てしまったので午後のトー
クショーを聞いていなかったのですが、今年はじっくり聞かせていただ
きました。といっても音楽は全く詳しくないので話の内容は大半さっぱ
りでしたが……。
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でも昔のPC-98のカタログでよく見た「FM音源 3ch + SSG音源 3ch」
というフレーズは覚えているぞ?

トークショーの後はいよいよやることがなくなって会場を退散しまし
た。ぼっちオフとか興味無くもないんですが、そもそも初対面の人に何
を話せばいいのかさっぱりわからんし……

ともかく、会場を後にした後は JR側まで頑張って歩いて東急で世田
谷まで移動、次の目的地は「長谷川町子記念館」です。

図 2: 長谷川先生とサザエさん、いじわるばあさん

住宅地のどまんなかに突然ある記念館ですが、「サザエさん」原作者の
長谷川町子先生の活動の記録を収めた記念館と先生が生前収集していた
という美術品を展示する美術館の 2つの建物があります。

サザエさんの単行本は大分昔に町内会の図書館に置かれていたのを読
んだことがある程度だったのですが、単行本の原稿は新聞連載時より横
幅が広いので、背景をすべて単行本サイズで描き直して元の原稿から人
物とセリフの吹き出しを切り貼りしていたそうです。
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単行本の表紙原稿も展示されていたのですが、毎回カラフルで凝った
デザインなのが印象的でした。その中にカラーインクで塗られた箇所に
「濃淡修正してください」のような指示が描かれていて、実際の印刷され
た単行本では確かにインクの塗りムラが消えてきれいに塗りつぶされて
いたのですがあれはどうやっているのかが気になりました。
今ならデジタルで修正できるんでしょうが、昭和 40年代にそんな高度
なレタッチ処理ができたんだろうか？？

図 3: 磯野家のお茶の間セット

これは磯野家のお茶の間をイメージしたセット。新聞連載時の昭和 20

年代をイメージした風景なので、アニメのサザエさんよりは随分と古め
かしい感じがします。
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三日目
学園祭も終わり、この日の飛行機で帰るというプランもあったのです
が敢えて丸一日余裕を取って観光にあてることにしました。決して「学
園祭で出会った「」と意気投合してたまたま一日空きがあったから一緒
に東京観光することになった」というシチュエーションを期待していた
わけではありません。

まずは何度も東京に来ているのにそういえば一度も言ったことがなかっ
たスカイツリーに登ってみようと思い立ちました。もっとも、それを言
うなら東京タワーも登ったことがないわけですが…

スカイツリーへ向かう途中、「かっぱ橋道具屋街」にも寄ってみまし
た。ここはもともと飲食店向けの業務用器具を取り扱うお店が集まった
道具屋街で、鍋や包丁はもちろんとしてコンロやレンジ、さらにはショー
ケースのような大型の機器まで扱っています。観光客向けに食品サンプ
ルの展示販売も行っているので有名です。

図 4: 食品サンプルの数々

画像のようなレストランに置いてあるサイズも買うことができる…も
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のの結構なお値段なので、お土産にはキーホルダーサイズのミニサイズ
がおすすめです。

最近の外国人観光客向けお土産としては食品サンプルよりも包丁がメ
ジャーなようで、普通に展示販売してるお店もあれば画像の「風神雷神」
のようにどういうセンスだよって代物まで登場しています。

ところでこの日は午前中に訪れたとはいえどうも人通りが少ないと思っ
たらGWの営業は 4月の連休中がメインで、5月の連休はお休みにして
いる店が多かったようです。昼前になっても半分くらいしかお店が開い
ていませんでした……

昼からはいざスカイツリーへ、とりあえず浅草までは徒歩で移動したの
ですが、さすがGW、ものすごい人混みで前へ進むだけでも大変でした。

図 5: 福聚『宝の舞』

どうもこの日は浅草はお祭りの日だったようで、途中で山車の行列と
遭遇しました。
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図 6: 大混雑で入れず

その後浅草から電車で一駅、スカイツリーにたどり着いたのですが、
その結果どうなったかはスレで見ての通り、4時間待ちというとんでも
ない混雑に心折れてソラマチをうろついていた所、郵政博物館なる渋い
博物館を見学したり千葉工業大学の実物大バルキリーに遭遇したりした
わけです。
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図 7: 一度は食べたいシウマイ弁当

そんなわけでアクシンデントもあったものの予想外のものが見られて
大変満足したこの日は夕食にシウマイ弁当をいただいてフィニッシュで
す。というか昔は 700円くらいだったような気がしたんですが、今は 900

円するんですね……
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